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文責 伊藤美佳 

「温かい気持ち」の交流 

４日（火）は「６年生を送る会」を実施しました。 

５年生は、この日に向けて２ヶ月前から計画をし、準 

備、練習をしてきました。他の学年の子たちは、自分 

たちで出しものを考え、準備し、練習してきました。 

始まる前から、どんな会になるのかとても楽しみにし 

ていました。 

６年生が入場すると、盛り上げ役の子たちの紹介の 

後、２年生から出しものを発表しました。どの学年も 

６年生の子たちが、それぞれの学年の時を思い出せる 

ようにクイズやインタビュー、ダンスなどで会場を盛 

り上げました。６年生が１年生の時に踊った「パプリ 

カ」を今の１年生と踊る姿は、とても微笑ましかった 

です。その６年生の首には、前日に１年生からプレゼ 

ントされたメダルが輝いていました。 

 ５年生は、会場準備から司会進行はもちろん、全校 

レクや５年生の出しものも用意しました。全校レクの 

じゃんけん列車では、学年関係なく笑顔で列を作って 

いました。また、６年間を劇で表し、会場の笑いを誘 

っていました。 

 ６年生が卒業式で歌う「旅立ちの日に」を一足先に 

披露してくれました。１年から５年は、お返しに「明 

日へつなぐもの」を歌いました。とても心温まる時間 

となりました。 

 ６年生が２年生の時、コロナ禍でマスク着用を余儀 

なくされていました。全校で集まることもできなかっ 

たことを、この会の中で思い出しました。全校で「お 

めでとう」を伝えあえる喜びをしみじみと感じました。 

企画、運営してくれた５年生 ありがとう！ 
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